
で
、
早
急
に
収
集
方
法
は
変

え
れ
な
い
が
、
対
策
は
し
て

い
き
た
い
。

収
集
方
法
と
回
数
の
違
い

は
承
知
し
て
い
た
。
３
ｍ
と

１
ｍ
は
気
付
い
て
な
く
、
サ

ー
ビ
ス
に
差
が
な
い
方
向
で

検
討
し
た
い
。

３
課
長
で
実
態
を
把
握

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
統
一
し
た
考
え

方
で
協
議
し
た
い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
鳥

除
ネ
ッ
ト
が
な
く
、
カ
ラ
ス

な
ど
に
散
ら
か
さ
れ
困
っ
て

い
る
地
域
が
あ
る
。

生
活
対
策
の
３
月
補
正
計

上
だ
が
、
な
ぜ
日
数
が
か
か

る
の
か
。
ま
た
ゴ
ミ
箱
の
満

杯
時
と
可
燃
ゴ
ミ
以
外
の
置

き
場
所
に
問
題
は
な
い
か
。

タ
付
は
回
収
し
て
い
た
。
七

輪
類
は
現
在
は
収
集
し
て
い

る
。ピ

ン
と
来
て
な
い

な
ぜ
田
村
に
残
る
か
、
池

川
の
人
が
置
い
た
か
ら
で
、

２
人
の
課
長
は
ピ
ン
と
来
て

な
い
よ
う
だ
。
分
け
方
の
内

容
以
外
に
日
程
表
に
も
、
池

川
の
中
心
部
は
す
べ
て
の
資

源
ゴ
ミ
を
毎
月
２
回
、
そ
の

他
は
毎
月
１
回
、
仁
淀
は
ビ

ン
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

毎
月
１
回
、
そ
の
他
の
資
源

は
２
カ
月
に
１
回
。

吾
川
は
缶
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
み
毎
月
１
回
、
そ
の
他

の
資
源
は
２
カ
月
に
１
回
。

粗
大
ゴ
ミ
で
仁
淀
は
長
い
も

の
は
１
ｍ
未
満
に
、
吾
川
・

池
川
は
３
ｍ
以
内
だ
。
こ
れ

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ

り
過
ぎ
で
は
。
３
担
当
課
長

は
承
知
し
て
い
た
か
。

各
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
は
事
実
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缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

吾
川
・
仁
淀
地
区
と
池
川

地
区
で
の
ゴ
ミ
の
分
け
方
、

出
し
方
で
資
源
回
収
の
缶
・

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
相

違
点
が
あ
る
。
ま
た
池
川
で

は
植
木
鉢
、
七
輪
類
の
収
集

を
し
て
な
い
が
統
一
す
べ
き

で
業
者
を
含
め
た
三
者
協
議

が
必
要
で
は
。

ス
プ
レ
ー
缶
の
混
入
や
フ

タ
付
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
混

入
の
場
合
、
吾
川
・
仁
淀
は

回
収
し
な
い
。
一
升
瓶
類
は

購
入
店
に
返
却
し
て
ほ
し
い
。

広
域
と
町
で
協
議
後
、
業
者

に
問
題
が
あ
れ
ば
指
導
す
る
。

ス
プ
レ
ー
缶
で
池
川
の
カ

レ
ン
ダ
ー
に
誤
り
が
あ
り
訂

正
。
ビ
ン
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
業
者
が
高
齢
者
の
こ
と
を

考
え
、
一
升
瓶
と
少
量
の
フ

答

池
川
健
康
福
祉
課
長

答

池
川
健
康
福
祉
課
長

問

福
原
克
彦

問

福
　
原

問

福
　
原

答

町
民
課
長

答

町
民
課
長

答

仁
淀
健
康
福
祉
課
長

答 慎重に検討していく

「ゴミ収集」と「資源回収」
で不公平が生じているが



４
月
中
旬
に
担
当
者
で
協

議
し
、
各
区
長
に
文
書
を
送

付
し
た
。
確
定
次
第
発
注
し

た
い
。
収
集
の
関
係
で
各
地

域
と
も
、
場
所
の
確
保
は
難

し
い
。
収
集
日
の
検
討
や
ゴ

ミ
の
分
別
で
減
量
化
を
進
め
、

小
ス
ペ
ー
ス
で
可
能
に
す
る

こ
と
が
重
要
。

複
数
年
契
約

今
年
度
で
池
川
の
業
者
の

契
約
が
切
れ
る
が
、
同
じ
土

俵
の
上
で
、
入
札
は
可
能
か
。

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
、
委
託

業
者
の
選
定
に
配
慮
が
必
要

と
思
う
が
、
複
数
年
契
約
の

方
法
は
取
れ
な
い
か
。

現
在
、
仁
淀
・
吾
川
と
池

川
で
別
途
に
契
約
し
、
２
業

者
で
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

１
町
で
収
集
方
法
が
違
う
こ

と
は
問
題
が
あ
り
、
一
本
化
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問

福
　
原

答

町
民
課
長

答

副
町
長

が
理
想
だ
が
、
収
集
回
数
の

違
い
の
調
整
や
パ
ッ
カ
ー
車

を
町
が
購
入
し
貸
し
出
す
か
、

契
約
後
請
負
者
が
準
備
す
る

か
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
考

え
ら
れ
る
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
は
低
下
で
き
な
い
の
で
、

運
営
形
態
や
他
町
村
の
事
例

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

単
年
度
契
約
は
業
者
の
変

更
も
考
え
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
反
面
、

毎
年
入
札
で
事
業
に
参
入
し

や
す
く
な
る
。

複
数
年
契
約
は
経
験
が
で

き
、
住
民
と
の
対
応
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
元
化
か

二
分
化
に
す
る
か
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
検
討
が
必
要
で
、

現
在
担
当
課
と
協
議
し
て
お

り
、
早
急
に
結
論
が
出
せ
る

よ
う
取
り
組
む
。

資源として回収されるもの



古
い
祝
い
唄
の
保

存
は
で
き
て
い
る
か

昔
か
ら
祝
い
唄
な
ど
伝
承

さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
は
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
に
お
さ
れ
聞
く

機
会
が
な
く
な
っ
た
。
後
世

に
残
す
こ
と
が
大
切
だ
が
保

存
さ
れ
て
い
る
か
。

農
村
文
化
と
し
て
祝
い
唄

な
ど
歌
わ
れ
て
き
た
が
、
生

活
様
式
、
社
会
環
境
の
変
化

で
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
記
録
装
置
が
開

発
さ
れ
、
長
期
保
存
が
可
能

に
な
り
、
収
集
保
存
を
検
討

し
て
い
く
。

土
居
地
区
の
水
道
タ
ン
ク

は
町
の
中
心
上
部
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。
本
体
は
地
中
に

あ
る
が
、
露
出
し
て
い
る
本

管
な
ど
地
震
に
よ
る
二
次
災

害
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。

下
方
に
は
小
学
校
、
支
所
、

民
家
も
あ
る
が
安
全
か
。

水
道
タ
ン
ク
は
池
川
神
社

横
に
３
基
、
竹
ノ
谷
集
落
上

部
に
１
基
、
見
ノ
越
に
１
基

計
５
基
あ
る
。
神
社
横
の
１

基
だ
け
耐
震
性
が
あ
る
。

本
管
部
と
継
ぎ
手
部
分
の

耐
震
補
強
は
難
し
い
が
、
漏

水
対
策
は
非
常
に
大
事
な
の

で
十
分
な
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
福

祉
課
が
支
所
内
に
移
り
一
定

期
間
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

利
用
す
る
が
、
セ
ン
タ
ー
は

耐
震
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

一
定
期
間
で
な
く
社
協
が
事

務
所
と
し
て
利
用
で
き
な
い

か
。

社
協
は
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
ほ
の
か
の
建
て
替
え
を
計

画
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー

の
空
き
部
屋
を
、
臨
時
事
務

所
と
し
て
一
定
期
間
利
用
す

る
。
そ
の
後
の
具
体
的
な
利

用
計
画
は
な
い
。
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答

副
町
長

答

池
川
地
域
振
興
課
長

答

教
育
長

問

橋
　
本

問

橋
　
本

問

橋
本
眞
一

計
画
は
な
い

池
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に

社
協
が
定
着
で
き
な
い
か

答

土居地区の水道タンクの安全性は

検討していく答

本庁（大崎地区）は過密になり、支所は過疎が進む
（池川保健福祉センター　土居）

町の上に水道タンクが設置されている。大地震による二次災害が懸念される
（土居）



地
域
担
当
職
員
制
度
の
活

動
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
聞

く
。町

内
を
19
地
域
に
分
け
、

職
員
を
６
〜
７
人
割
り
当
て

18
年
度
か
ら
地
域
訪
問
を
開

始
し
た
。

３
年
間
で
約
300
件
の
意
見

要
望
を
聞
き
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
順
次
対
応
し
て

き
た
。

多
く
の
町
民
に
喜
ん
で
も

ら
え
た
と
の
報
告
を
受
け
て

い
る
。

名
野
川
地
区
で
懇
談
会
が

あ
っ
た
。

117
世
帯
で
159
人
中
14
人
が

参
加
し
懇
談
し
た
。

い
ろ
い
ろ
要
望
が
出
た
が

そ
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

「
役
場
に
来
て
下
さ
い
」

の
発
言
だ
。
町
民
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
、
腰
軽
く
出
向
い

て
行
け
な
い
か
。

そ
れ
は
個
人
が
間
伐
す
る

場
合
の
方
法
を
聞
か
れ
た
件

だ
。
間
伐
事
業
は
、
所
有
地

の
状
況
（
面
積
な
ど
）
を
確

認
し
な
い
と
判
断
し
が
た
い
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国
道
33
号
の
越
知
町
側
か

ら
皆
伐
さ
れ
て
い
る
「
黒
森

山
」
が
目
に
入
る
が
。

伐
採
場
所
は
、
越
知
町
横

畠
で
、
県
内
の
林
業
会
社
が

所
有
者
か
ら
委
託
を
受
け
行

っ
て
い
る
。

20
年
度
に
10
ha
、
21
年
度

は
9.82
ha
を
計
画
し
て
お
り
、

そ
の
後
に
つ
い
て
は
確
認
し

て
い
な
い
。

町
と
し
て
は
、
町
内
の
間

伐
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

答

産
業
建
設
課
長

問

西
森
常
晴

非
常
に
目
立
つ
場
所
だ
。

皆
伐
後
の
山
を
、
町
を
発

信
す
る
広
告
塔
に
利
用
す
る

考
え
は
な
い
か
。

越
知
町
と
相
談
し
て
み
た

い
。

答

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

企
画
課
長

問

西
　
森

問

西
　
森

問

西
　
森

答

企
画
課
長

問

西
　
森

越
知
町
と
相
談
し
て

「
黒
森
山
」
を
町
の
広
告
塔
に

答

対
応
す
る

何
と
か
な
ら
な
い
か

答

部
分
が
あ
り
、
役
場
に
は
資

料
が
そ
ろ
っ
て
お
り
「
役
場

に
来
て
下
さ
い
」
の
発
言
と

な
っ
た
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
現
地

に
行
っ
て
現
物
を
現
実
に
触

れ
る
「
三
現
主
義
」
を
徹
底

し
て
い
く
。

中
津
渓
谷
に
七
福
神
を
建

設
し
て
20
年
が
た
っ
た
。

壊
れ
た
さ
い
せ
ん
箱
、
人

工
の
手
す
り
が
自
然
景
観
を

損
ね
て
い
る
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
。

中
津
観
光
協
会
と
相
談
し

て
対
応
し
た
い
。

地域担当職員制度

成果は上がったか

多くの町民に喜んでもらえた答

七福神

福禄寿（中津渓谷）

黒森山




